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　一一人口の動き一
　　10月1日現在

男　　　5953人　　　　　ヨ
女　　6，223人
計　　12176人　　　　　　
世帯数　2606世帯
　　　　，
人口及ぴ世帯数について
実態調査により整理の結
果による若干減少
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灘
総

團
十
月
の
行
事

四
日

・
五
日

七
日

十九
日日

山
手
線
入
札

多
収
穫
坪
刈
打
合
わ
せ
会

調
停
委
員
会

節
黒
城
観
光
道
路
入
札

圃
場
整
備
役
員
会

郡
国
土
調
査
の
会
議

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト

体
育
の
日

＋
三
日

＋
五
日

士
ム
日

二
圭
日

二
士
一
百

二
＋
五
日

二
‡
日

橘
中
学
校
運
動
会

壮
年
体
力
テ
ス
ト

町
民
野
球
大
会
　
家
庭
の
日

上
野
小
給
食
棟
竣
工
式

県
消
防
大
会
（
十
日
町
）

実
績
発
表
大
会

出
稼
歓
送
会

健
康
優
良
児
の
表
彰
式

保
護
司
と
教
師
の
会

献
血
車
来
町
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◇
ゆ
う
あ
い
号
来
町

　
献
血
事
業
も
、
最
近
は
軌
道
に
の
っ

て
い
る
よ
う
で
も
、
新
聞
な
ど
に
よ
る

と
、
ま
だ
ま
だ
血
液
不
足
の
た
め
に
手

術
の
で
き
な
い
人
が
多
い
そ
う
で
す
。

　
き
た
る
二
十
七
日
に
献
血
車
「
ゆ
う

あ
い
号
」
が
二
度
目
の
来
町
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
役
場
前
で
午
前
十
一
時
か
ら

み
な
さ
ん
の
献
血
を
う
け
る
予
定
で
す

の
で
、
進
ん
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
．

◇
義
え
ん
金
の
受
付

　
台
風
十
八
号
（
第
二
宮
古
島

台
風
）
被
災
者
救
援
義
え
ん
金

お
よ
び
台
風
二
十
四
号
二
十
六

号
風
水
害
被
災
者
義
え
ん
金
を

役
場
内
日
赤
窓
口
で
受
け
付
け

中
で
す
。

◇
講
演
会
の
お
知
ら
せ

◇
予
　
防
　
接
　
種

　
毎
年
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
に
つ
い
て
、
十
一
月
中
旬
か
ら
十

二
月
の
上
旬
に
か
け
て
予
防
接
種
を
行

な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
細
部
の
計
画
は
の
ち
ほ
ど
回
覧
で
流

し
ま
す
が
希
望
申
し
込
み
も
そ
の
時
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
料
金
は
、
お
と
な
一
回
百
円
、

子
ど
も
（
十
五
才
以
下
）
一
回
五
十
円

　
十
月
二
十
五
日
午
後
一
時
か
ら
千
手

中
央
公
民
舘
で
、
川
西
町
と
千
手
婦
人

会
の
共
催
に
よ
り
、
県
の
医
務
課
か
ら

梶
島
先
生
を
お
ま
ね
き
し
て
「
不
幸
な

子
を
生
ま
な
い
施
策
と
子
ど
も
の
性
教

育
に
つ
い
て
」
講
演
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
．

　
ご
婦
人
の
み
な
さ
ん
、
と
く
に
子
ど

も
を
育
て
る
時
期
に
あ
る
お
母
さ
ん
た

ち
は
多
数
聴
講
し
て
く
だ
さ
い
。

で
、
い
ず
れ
も
二
回
実
施
す
る

乙
と
に
な
り
ま
サ
。

◇
乳
幼
児
の
予
防
接
種

　
百
ジ
フ
混
、
価
　
　
　
　
中
旬

　
ジ
フ
テ
リ
ヤ
（
単
）
　
　
中
旬

　
ポ
リ
オ
　
　
　
　
中
旬

　
の
予
定
で
す
か
ら
風
邪
を
ひ

か
せ
な
い
よ
ハ
．
に
記
煮
し
で
、
か

な
ら
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
体
育
の
日
に
ち
な
ん
で

　
き
た
る
十
五
日
に
、
役
場
職
員
を
対

象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
が
実
施
さ

れ
る
。
三
十
才
以
下
の
青
年
二
十
名
と

五
十
九
才
以
下
の
壮
年
十
九
名
が
テ
ス

ト
を
受
け
る
。
自
分
の
体
力
を
知
り
、

健
康
に
臼
儒
を
も
っ
て
生
活
し
、
こ
れ

か
ら
も
、
貯
の
た
め
に
（
、
ん
と
働
い
て

も
ら
お
う
と
い
う
こ
・
、
、
ぷ
ね
ち
い
。
体

力
診
断
と
運
動
能
力
テ
ニ
ト
も
併
せ
て

行
な
わ
れ
る
。
会
場
は
川
哲
叩
学
校
．
、

姻■ロ■■』一一
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選
管
は
南
雲
氏
ら
大
半
を
再
選

　
　
　
　
　
教
委
・
損
害
評
価
員
等
も
改
選

　
九
月
定
例
町
議
会
は
十
三
日
に
招
集
さ
れ
た
。
会
期
は
、
当
初
二
日
の
計
画
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
、
十
四
日
は
中
村
町
長
不
在
と
な
る
た
め
、
十
三
日
一
日
で
選
挙

議
案
・
請
願
等
合
わ
せ
て
九
件
を
議
了
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p

　
開
会
冒
頭
に
行
な
わ
れ
た
選
挙
管
理
委
員
な
ら
ぴ
に
補
充
員
の
選
挙
で
は
、
川

西
町
発
足
以
来
の
委
員
で
あ
る
南
雲
俊
平
氏
を
は
じ
め
、
前
委
員
、
補
充
員
の
大

半
が
再
選
さ
れ
た
。

　
引
き
続
い
て
当
局
提
案
の
教
育
委
員
の
任
命
同
意
と
農
業
共
済
事
業
損
害
評
価

会
委
員
の
委
嘱
同
意
の
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
満
場
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た

そ
の
他
の
議
案
と
し
て
は
、
条
例
改
正
二
件
、
補
正
予
算
二
件
と
県
町
村
人
事
事

務
組
合
の
新
規
加
入
町
村
と
こ
れ
に
伴
う
規
約
の
変
更
の
件
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
ほ
か
に
「
寺
尾
川
改
修
に
関
す
る
請
願
」
が
審
議
さ

れ
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
て
即
決
採
択
さ
れ
た
。

　
な
お
、
本
会
議
終
了
後
全
員
協
議
会
を
開
き
、
①
四
十
一
年
度
国
保
赤
字
予
想

対
策
に
つ
い
て
②
仙
田
森
林
組
合
解
散
に
伴
う
補
て
ん
金
に
つ
い
て
③
災
害
復
旧

実
施
計
画
に
つ
い
て
等
九
件
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

選
管
（
補
充
員
）
は

各
地
区
か
ら
選
出

　
選
挙
管
理
委
員
な
ら
ぴ
に
補
充
員
は

九
月
十
四
日
で
四
年
の
任
期
が
満
了
す

る
の
で
、
こ
の
定
例
会
で
後
任
委
員
（
補

充
員
）
の
選
挙
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
。

　
候
補
者
の
人
選
に
つ
い
て
は
、
選
挙

に
は
い
る
前
に
休
憩
し
て
協
議
の
結
果

当
局
の
推
薦
す
る
候
補
者
を
選
出
す
る

こ
と
に
意
見
の
一
致
を
見
た
の
で
、
た

だ
ち
に
本
会
議
を
再
開
し
、
指
名
推
選

の
方
法
を
も
つ
て
選
出
し
た
。

　
結
果
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
補
充
員

で
あ
っ
た
木
村
正
吉
氏
を
委
員
に
、
委

員
で
あ
っ
た
大
井
長
太
氏
を
補
充
員
と

し
、
新
た
に
橘
地
区
か
ら
五
十
嵐
鉄
治

氏
を
補
充
員
に
加
え
て
、
委
員
・
補
充

員
と
も
そ
れ
ぞ
れ
各
地
区
一
名
ず
つ
に

揃
え
る
た
め
最
少
限
度
の
異
動
に
止
め

た
も
の
で
あ
る
。

◎
選
挙
管
理
委
員
　
数
藤
奥
治
郎
箭
）

沢
口
由
蔵
（
前
）
木
村
正
吉
（
前
補
充

員
）
南
雲
俊
平
（
前
）

◎
補
充
員
　
大
井
長
太
（
前
委
員
）
小

海
八
太
郎
（
前
）
五
十
嵐
鉄
治
（
新
）

高
橋
喜
栄
（
前
）

損
害
評
価
会
委
員
に
は

　
和
久
井

　
　
　
　
　
　
　
　
両
議
員

　
星
　
名

　
農
業
共
済
事
業
損
害
評
価
会
は
、
共

済
事
故
に
係
る
損
害
の
防
止
及
ぴ
認
定

に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
調
査
審

議
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
委
員
は
、
こ
れ
ら
の
事

項
に
関
し
て
学
識
経
験
を
有
ナ
る
者
の

う
ち
か
ら
十
六
名
以
内
を
議
会
の
同
意

を
得
て
町
長
が
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
今
回
議
決
さ
れ
た
の
は
、
三

年
の
任
期
満
了
に
よ
る
新
委
員
の
委
嘱

同
意
で
あ
っ
て
、
十
五
人
の
顔
ぶ
れ
は

次
の
と
お
り
。

◎
損
害
評
価
会
委
員
　
和
久
井
精
一
（

議
会
議
員
）
星
名
安
信
（
同
）
小
島
謙

作
（
農
業
委
員
）
高
橋
鉄
治
（
同
）
南

雲
春
雄
（
産
業
課
長
）
山
岸
真
治
（
千

手
農
協
営
農
指
導
員
）
上
村
晴
夫
（
上

野
農
協
同
）
村
越
家
和
（
橘
農
協
同
）

中
条
慎
吾
（
仙
田
農
協
同
）
江
口
信
保

　
（
千
手
農
協
養
蚕
普
及
員
）
小
山
美
智
・

真
（
上
野
・
橘
農
協
同
）
小
川
昭
一
（

一
仙
田
農
協
同
）
星
名
栄
吉
（
共
済
職
員
）

上
村
健
一
（
同
）
須
藤
秀
雄
（
同
）

教
委
は

　
　
　
水
品
氏
を
再
選

　
教
育
委
員
水
品
正
一
郎
氏
は
、
上
村

省
司
氏
の
補
欠
と
し
て
の
残
任
期
間
が

九
月
十
五
日
で
満
了
す
る
の
で
、
・
再
ぴ

同
氏
を
後
任
教
育
委
員
に
選
任
し
た
い

と
い
う
町
長
提
案
を
満
場
一
致
承
認
し

た
。

条
例
改
正
二
件

　
こ
の
定
例
会
で
成
立
し
た
条
例
改
正

は
、
次
の
二
件
で
あ
る
。

◎
川
西
町
報
酬
、
費
用
弁
償
並
ぴ
に
実

　
費
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
こ
れ
は
、
議
員
そ
の
他
の
委
員
が
往

復
一
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
遠
の
日
帰

り
出
張
を
し
た
場
合
に
、
町
職
員
に
準

じ
て
「
食
卓
料
」
二
百
円
を
支
給
す
る

と
い
う
改
正
で
、
主
と
し
て
新
潟
市
へ

出
張
す
る
場
合
が
そ
の
対
象
と
な
る
。

◎
川
西
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　
保
険
料
の
賦
課
期
日
後
に
お
け
る
被

保
険
者
数
の
増
減
、
あ
る
い
は
撹
帯
主

が
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
り
、
逆
に

被
保
険
者
で
な
か
っ
た
世
帯
主
が
新
た

に
被
保
険
者
と
な
っ
た
場
合
に
お
け
る

保
険
料
の
算
定
、
ま
た
は
低
所
得
者
に

対
す
る
保
験
料
軽
減
措
置
に
よ
る
算
定

等
に
関
す
る
規
定
の
改
正
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
賦
課
期
日
で
あ
る
四
月
一

日
以
後
に
人
員
の
異
動
が
あ
っ
て
も
、

そ
れ
に
よ
っ
て
均
等
割
の
増
減
は
行
な

わ
な
い
取
り
扱
い
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

改
正
に
よ
っ
て
、
被
保
険
者
の
増
減
が

あ
っ
た
場
合
に
は
そ
の
月
か
ら
月
割
に

よ
っ
て
保
険
料
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

補
正
は
補
助
・

起
債
関
係
の
み

◇
幽
般
会
計
補
正
予
算

　
四
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は

追
加
百
四
万
七
千
円
の
小
規
模
補
正
で

そ
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
。

　
才
出
で
は
、
二
款
総
務
費
の
選
挙
費

に
四
万
七
千
円
を
追
加
し
、
ほ
か
に
無

投
票
と
な
っ
た
農
業
委
員
選
挙
費
か
ら

四
万
七
千
円
を
減
額
補
正
し
て
計
九
万

四
千
円
を
永
久
選
挙
人
名
簿
作
成
調
査

費
と
し
て
計
上
し
た
。
十
款
災
害
復
旧

費
の
う
ち
農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
費

に
百
万
円
を
追
加
計
上
し
、
中
仙
田
の

桑
代
、
小
白
倉
の
茶
屋
、
小
脇
の
戌
田

す
国
保
（
施
設
勘
定
）

　
　
補
正
予
算

代
の
各
田
復
旧
を
重
点
施
工
す
る
た
め

の
補
正
を
し
た
も
の
で
歩
る
。

　
こ
れ
ら
の
財
源
は
、
永
久
選
挙
人
名

簿
調
査
費
補
助
金
と
し
て
県
か
ら
四
万

七
千
円
が
交
付
さ
れ
る
ほ
か
、
災
害
復

旧
費
の
百
万
円
は
全
額
町
債
の
追
加
に

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
。
な
お
こ
の
町

債
に
つ
い
て
は
償
還
財
源
の
九
十
五
パ

・
ー
セ
ン
ト
が
鉦
、
々
の
地
方
交
付
税
に
織

．
り
込
ま
れ
て
交
付
さ
れ
る
。

　
以
上
の
補
正
に
よ
っ
て
四
十
一
年
度
…

ぞ
れ
一
億
九
千
八
百
七
万
一
千
円
ど
な

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

一
般
会
計
の
累
計
は
、
才
入
才
出
そ
れ
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
国
保
施
設
勘
定
特
別
会
計
の
補
正
は

総
額
に
は
変
わ
り
の
な
い
才
入
だ
け
の

補
正
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
患
者
輸

送
車
設
備
補
助
と
し
て
今
春
購
入
し
た

ジ
ー
プ
に
対
す
る
国
庫
補
助
三
十
万
円

を
追
加
し
、
同
額
の
診
療
報
酬
収
入
を

減
額
補
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

議
員
の
胃
ガ
ン

　
　
　
検
診
実
施

　
　
町
議
会
で
は
、
議
員
の
胃
ガ
ン
集
団

検
診
を
行
な
う
た
め
、
係
を
通
じ
て
県

労
働
衛
生
医
学
協
会
に
巡
回
検
診
車
（

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
カ
ー
）
の
派
遣
を
要
請
し

．
て
い
た
と
こ
ろ
、
九
月
二
十
八
日
に
そ

　
の
派
遣
を
受
け
て
、
一
般
の
希
望
者
と

・
と
も
に
胃
ガ
ン
の
検
診
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
日
受
診
し
た
議
員
は
二
十
二
名
で

あ
る
が
、
．
検
診
の
結
果
は
約
一
カ
月
後

　
に
通
知
さ
れ
る
予
定
で
、
そ
の
結
果
異

常
を
発
見
さ
れ
た
者
は
別
途
精
密
検
査

を
受
け
る
．

ウ
ム
（
造
影
剤
）
を
飲
ん
で
寝
台
に
乗

も
な
く
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

・
　
こ
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
カ
ー
・
は
、
バ
リ
ユ

㎜
っ
蔓
診
者
の
体
奮
在
に
羅
し
、

㎜
斜
め
．
｝
左
右
、
上
下
に
動
か
し
な
が
ら

｝
そ
の
間
の
胃
の
動
き
を
透
視
し
て
観
察

り

恥
し
、
適
切
な
瞬
間
を
と
ら
え
て
間
接
撮

ゆ
・
影
を
行
な
う
も
の
で
あ
惹
。
車
に
は
ク

、ハ

、
ー
ラ
；
、
ヒ
ー
タ
ー
を
備
え
て
お
り
、

を

榊
明
る
い
快
適
な
状
態
で
、
何
ら
の
不
安

◎
み
ん
な
揃
っ
て
納
期
内
納
入
を
”

県
税
自
動
車
税
第
二
期
分
納
期
限
は
10
月
3
1
日
で
ず
。

納
付
（
納
入
）
場
所
：
最
寄
の
銀
行
・
郵
便
局
ま
た
は

財
務
事
務
所
窓
ロ
。

◎
移
転
、
廃
車
の
手
続
き
は
早
急
に

下
取
り
に
出
す
車
、
便
用
不
能
等
で
廃
車
す
る
車
は
早

急
に
手
続
き
（
移
転
、
抹
消
登
録
）
を
行
な
っ
て
く
だ

さ
い
。
移
転
、
廃
車
等
に
対
す
る
自
動
車
税
は
月
割
課

税
と
な
り
ま
す
の
で
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
納
税
者
（

所
有
者
）
が
不
利
益
を
受
け
ま
す
。
　
　
（
登
録
手
続
先

新
潟
市
出
来
島
字
山
の
下
　
新
潟
陸
運
事
務
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
財
務
事
務
所

い
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正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
よ
う

　
　
　
　
　
　
×
X
秋
の
交
通
安
全
運
動
〉
父

態
瑞
鞭
慰
麟
窒
翻
雑
即
胞
蘇
離
馨

鵬
＝
－
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
口
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
器
＝
噺
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
器
呂
留
雷
＝
昌
＝

戸
籍
の
窓
か
ら

う
ぶ
声
ー
御
す
二
や
か
に

上
原
里
美

櫃
間
し
の
ぷ

数
藤
真
紀
子

大
漢
芳
彦

高
橋
　
亮

高
橋
美
佐
枝

登
坂
元
文

忠
二
長
女

冨
雄
長
女

誠
長
女

哲
夫
二
男

正
夫
長
男

重
信
二
女

元
春
長
男

中
島
町

中
屋
敷

沖
立

上
町

永
公

中
仙
田

岩
瀬

昇
天
ー
御
め
い
福
を
祈
る

ノ」・高

川橋

真
雄
寺
尾
　
七
四

サ
イ
室
島
　
七
三

藪
．
膨

，

星中石星田
名條澤名中

武ヨ昌義ナ
志キ平雄ッ

伊元中沖仁
　　島
友町町立田

六
九

六
二

五
六

五
三

　
一

た
か
さ
ご
1
御
円
満
に

総総総器つ

田
中
　
満

田
中
ツ
ネ
子

江
口
春
夫

北
堀
ノ
リ
子

森冨茂登
原井野坂

悦　力洋
子貞ツニ

小
白
倉

小
国
町
か
ら

小
白
倉

小
白
倉
か
ら

岩
瀬

藤
澤
か
ら

上
野

岡
山
縣
か
ら

0r

目
を
い
た
わ
り
ま
し
ょ
う

o

…一一＿

あ
な
た
は
自
分
の
目
を
　
　
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
気
。

し
ご
き
す
ぎ
て
い
る

♪
o

睡　
　
　
イ

　
　
　
　
阿

ニ
ノ
　
　
。
〆

ー0

月
10
日
（
目
の
愛
護
デ
ー
）

葎

悪
質
な
違
反
を
一
掃
し
て
交
通
の
秩
序

を
保
ち
、
歩
行
者
保
護
の
徹
底
を
は
か

る
こ
と
に
あ
り
、
こ
の
た
め
あ
ら
ゆ
る

組
織
活
動
を
通
じ
て
ひ
と
り
ひ
と
り
が

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
そ

の
実
践
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
交
通

事
故
の
な
い
「
明
る
い
川
西
町
」
の
実

現
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

．
す
。
こ
の
運
動
の
目
標
は
、

ω
安
全
な
横
断
の
確
保

③
よ
っ
ぱ
ら
い
運
転
、
無
免
許
運
転
、

　
ダ
ン
プ
カ
i
、
二
輪
車
の
無
謀
運
転

　
な
ど
い
わ
ゆ
る
交
通
暴
力
の
追
放

③
適
正
な
運
行
管
理
体
制
の
確
立

㈲
踏
切
の
安
全
な
進
行
の
確
保

⑤
車
両
の
完
全
整
備
の
励
行

⑥
道
路
交
通
環
境
の
整
備
改
善
な
ど
が

　
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

本
年
八
月
末
現
在
の
十
日
町
警
察
署
管

内
の
事
件
発
生
件
数
は
百
五
件
で
、
う

ち
死
者
六
人
、
負
傷
者
九
十
二
人
に
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　
川
西
町
で
も
死
亡
事
故
一
件
、
人
身

事
故
五
件
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
交
通
事
故
を
ゼ
ロ
に
す
る
㎜

た
め
歩
行
者
も
運
転
者
も
し
っ
か
り
と
曲

交
通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
た
い
も
の
で
．

す
．

信
組
杯
争
奪

　
　
　
町
民
野
球
大
会
、

　
川
西
町
野
球
協
会
で
は
悉
る
四
日
に

理
事
会
を
ひ
ら
き
、
信
組
杯
争
奪
秋
季

町
民
野
球
大
会
を
十
六
日
（
日
）
に
開

催
す
る
こ
と
を
き
め
た
。

　
こ
の
た
め
十
二
日
夜
信
組
に
お
い
て

組
合
せ
抽
せ
ん
会
を
お
こ
な
う
が
、
い

ま
の
と
こ
ろ
参
加
は
十
ニ
チ
ー
ム
の
予

定
で
あ
る
。

そ
の
わ
ず
か
な
油
断
か
ら

幼
児
の

洗
濯
機
事
故

相
次
ぐ

契
多

ク
畢

、9

）1ク

ヵ乃フ

o
）
◎

／
！
／

　
　
　
　
　
ノ

勘
辮
桝
’

／
「

ク
2

◎
．

／
々

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
X
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
X
×
X
×
メ
×
×
X
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
．

公
衆
電
話
の
取
り
次
ぎ

　
電
話
帳
を
め
く
る
と
、
た
い
て
い
の

部
落
に
公
衆
電
話
が
あ
る
。
公
衆
電
話

と
い
う
と
、
人
様
は
電
話
局
の
サ
ー
ビ

ス
係
と
で
も
思
っ
て
い
る
ら
し
く
、
ず

い
ぶ
ん
非
常
識
な
人
が
い
る
の
に
は
驚

く
。
さ
も
当
然
の
よ
う
に
、
ど
こ
の
だ

れ
を
呼
ん
で
く
れ
と
命
令
的
な
口
調
で

か
け
て
よ
こ
す
。
ひ
ど
い
人
に
な
る
と

ど
な
た
で
す
か
、
と
き
い
て
も
自
分
の

名
も
い
わ
な
い
。
そ
ん
な
人
に
は
断
わ

る
が
、
断
わ
る
と
、
公
衆
電
話
な
の
に

な
ぜ
取
り
次
が
な
い
の
か
と
食
つ
て
か

か
る
。
職
業
柄
、
こ
と
ば
使
い
に
は
い

ろ
い
ろ
と
気
を
つ
け
て
い
る
つ
も
り
で

も
、
つ
い
荒
々
し
い
口
調
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

　
こ
と
は
と
は
不
思
議
な
も
の
だ
。
顔

や
姿
は
見
え
な
く
と
も
、
　
一
面
識
の
な

い
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
が
ど
ん
な

人
物
で
あ
る
か
は
話
し
か
た
で
お
お
よ

そ
わ
か
る
。
取
り
次
き
を
頼
ま
れ
た
と

き
、
て
い
ね
い
に
、
す
み
ま
せ
ん
が
、

と
か
、
申
し
わ
け
ね
え
ど
も
、
な
ど
と

い
わ
れ
る
と
、
少
し
ぐ
ら
い
遠
く
て
も

取
り
次
い
で
あ
げ
よ
う
と
い
う
気
に
な

る
が
、
公
衆
電
話
じ
ゃ
な
い
か
、
早
く

呼
ん
で
来
い
式
の
人
に

は
、
決
し
て
取
り
次
い

で
や
ら
な
い
こ
と
に
し

て
い
る
。
そ
ん
な
人
に

か
ぎ
っ
て
自
分
の
失
礼
を
わ
び
も
せ
ず

ガ
チ
ヤ
ン
と
し
て
そ
れ
っ
き
り
、
ま
こ

と
に
あ
と
味
が
わ
る
い
。

　
寒
い
朝
、
電
話
の
ベ
ル
に
目
が
さ
め

た
。
時
計
を
見
た
ら
午
前
五
時
、
受
話

機
を
耳
に
し
た
ト
タ
ン
に
男
の
ガ
ラ
ガ

ラ

声
が
と
ぴ
こ
ん
で
き
た
。
こ
ん
げ
に

呼
ん
で
る
が
ん
に
、
ま
だ
起
き
な
い
テ

何
し
て
る
ん
だ
ろ
ノ
シ
。
．
、
そ
仁
を
聞

い
た
ら
こ
ん
ち
き
し
ょ
う
と
思
ハ
．
た
が

そ
れ
で
も
善
人
ぶ
っ
て
、
ハ
イ
、
金
子

で
ご
ざ
い
ま
す
、
と
答
え
た
。

　
モ
シ
モ
シ
、
い
ま
、
お
ら
い
つ
垢
の
カ

カ
が
産
気
づ
い
て
そ
、
う
、
早
く
注
姿
さ

ん
に
来
て
く
れ
と
い
っ
て
く
ん
ね
え
か

の
、
と
の
こ
と
、
先
方
は
大
さ
わ
ぎ
だ

　
　
　
　
　
　
ろ
・
つ
が
、
こ
っ
ち
は
平

　
　
　
　
　
　
和
な
眠
り
の
ひ
と
と
き

　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
こ
と
人
命
に

　
　
　
　
　
　
か
か
わ
る
と
あ
っ
て
は

イ
ヤ
と
も
い
え
ず
、
道
ふ
み
が
わ
り
に

カ
ン
ジ
キ
か
け
て
伝
言
に
走
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
依
頼
の
主
に
は

と
き
ど
き
会
う
が
、
い
ま
だ
に
、
あ
の

と
き
は
ど
う
も
、
と
い
っ
て
く
れ
な
い

公
衆
電
話
だ
か
ら
当
然
だ
と
で
も
思
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
稲
刈
り
ど
き
の
夜
お
そ
・
＼
千
手
か

ら
電
話
が
あ
っ
た
。
く
た
ぴ
れ
て
は
い

た
が
、
あ
る
家
へ
、
あ
す
の
午
後
伺
う

か
ら
在
宅
す
る
よ
う
に
と
い
港
ノ
伝
書
を

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
家
の
オ
ト
ト

は
ご
く
ろ
う
さ
ん
と
も
い
わ
ず
、
こ
の

忙
し
い
の
に
と
か
え
っ
て
腹
を
立
て
る

し
ま
つ
、
こ
れ
に
は
あ
き
れ
て
、
オ
レ

に
文
句
を
い
っ
て
も
ど
う
し
ょ
う
も
ね

え
ぜ
の
、
と
笑
つ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
公
衆
電
話
を
置
く
家
は
、
普
通
の
加

入
者
と
同
額
の
基
本
料
金
を
毎
月
負
担

し
て
い
る
。
普
通
の
電
話
と
違
う
の
は

毎
日
、
午
前
八
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

の
間
に
電
話
を
か
け
に
来
た
人
に
は
断

わ
っ
て
は
な
ら
な
い
乙
と
、
文
字
ど
お

り
公
衆
の
電
話
と
し
て
、
だ
れ
か
ら
も

気
が
る
に
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う
に
、

と
い
う
こ
と
だ
け
。
取
り
次
い
で
く
れ

る
か
ど
う
か
は
、
電
話
を
置
く
家
の
厚

意
に
か
か
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
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十
て
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お年
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ぎ
贈
　
案
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中魚沼郡川西町
　高　倉　休　猟　区

〃 〃 10羽

一
　　　◎　◎　◎　◎ξ離。踏標喉響脂協　轟一央滴
火ろのマののぬ忙予をま一をい羅畢まも蒐森馨馨姦窪農差姦力　　專壼蚕垂轟蛋

謬憲騨践菱擬霧餐繹灘鐸そ呈警互業
止一かど　故　も　きなのぬくを標でで記け灘譲鵡く　千製万工五土
一子なは　は一目　巣戸防よと藷薔慕璽　蕊崇　欝繰男聚轡だ　　主づ畢男テ蚕
　どい子　　保子を　　盗締犯うも　い収・ジ　もか　に業法月て　さ　　　万男七〇五二

お誌薯耀畿一季蛎膿竪朧罫羅い　畢論人駅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　すい都状　　さは　出所回場を　　　　　円人

白　間　秋　な　手　蔓尼　道　夫　　　　　　、　　しでい西方とすも足さ復そい
纂大峯小慧小嚢伊1中峯簑寺饗木箋寺礫※寄1真繋1難騰罐

義倉麹暑鞍鞭尾麹尾畜劇冗護百羅雛騰鰍て供

　石　　石　　畝田げな子　　　え　　ほ．子　　　　　　　　）い了さ川るいま事不行害　　た




